
06

ま
も
な
く
、
七
夕
様
の
七
月
七
日
か
ら

九
日
ま
で
北
海
道
の
洞
爺
湖
町
で
主
要
国

首
脳
会
議
、
い
わ
ゆ
る
Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
が

開
か
れ
ま
す
。

サ
ミ
ッ
ト(

Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｔ)

は
頂
点
と
い

う
意
味
で
、
政
府
首
脳
に
よ
る
ト
ッ
プ
会

談
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
Ｇ
８
と
は

グ
ル
ー
プ
オ
ブ
エ
イ
ト
、
す
な
わ
ち
日
本
、

ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド

イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
ロ
シ
ア
の

先
進
八
か
国
を
指
し
ま
す
。

日
本
で
は
過
去
四
回
開
催
さ
れ
、
今
回

は
二
〇
〇
〇
年
の
九
州
・
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト

以
来
と
な
り
ま
す
。
サ
ミ
ッ
ト
は
、
そ
の

時
々
の
国
際
的
に
重
要
な
課
題
に
つ
い
て

主
要
国
の
首
脳
同
士
が
直
接
話
し
合
い
、

解
決
の
方
向
を
見
い
だ
そ
う
と
し
て
始
め

ら
れ
た
も
の
で
一
九
七
五
年
の
パ
リ
か
ら

数
え
て
今
回
が
第
三
十
四
回
と
な
り
ま
す
。

さ
て
、
今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
の
主
要
議
題

は
地
球
環
境
問
題
で
す
。

今
、
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
各
国
と
も

そ
れ
ぞ
れ
数
多
く
の
重
要
な
課
題
に
向
き

合
っ
て
い
ま
す
が
、
中
で
も
と
り
わ
け
環

境
問
題
は
深
刻
な
課
題
と
言
う
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
、
単
に
個
々
人
、
あ
る
い
は
一

国
の
問
題
で
は
な
く
、
こ
の
ま
ま
地
球
環

境
の
悪
化
が
進
め
ば
、
人
類
の
存
亡
に
か

か
っ
て
く
る
と
い
う
問
題
だ
か
ら
で
す
。

し
か
も
最
近
は
、
数
百
年
後
と
い
う
単
位

で
は
な
く
、
わ
れ
わ
れ
や
、
す
ぐ
次
の
世

代
、
数
十
年
の
内
に
も
悲
観
的
な
こ
と
に

な
る
の
で
は
、
と
い
う
衝
撃
的
な
予
測
も

目
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

現
に
、
異
常
気
象
と
も
思
わ
れ
る
干
ば

つ
や
時
期
は
ず
れ
の
台
風
襲
来
、
局
地
的

な
豪
雨
に
よ
る
大
き
な
被
害
、
海
面
上
昇

に
よ
る
南
の
島
の
消
滅
や
海
岸
線
の
後
退
、

さ
ら
に
は
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
に
よ
る
人
体

へ
の
悪
影
響
な
ど
、
決
し
て
無
視
で
き
な

い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
現
象
の
多
く
は
地
球
温
暖
化

が
原
因
と
い
わ
れ
、
そ
の
元
は
二
酸
化
炭

素
の
増
加
に
あ
り
ま
す
。
二
酸
化
炭
素
の

増
加
の
多
く
は
、
石
油
資
源
の
消
費
に
よ

り
副
次
的
に
引
き
起
こ
さ
れ
る
も
の
で
す
。

昨
年
、
姉
妹
都
市
の
ア
ラ
ス
カ
・
キ
ナ
イ

を
訪
問
し
た
際
に
大
氷
河
を
見
学
し
ま
し

た
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
近
年
ア
ラ
ス

カ
も
暖
か
く
な
り
、
過
去
百
年
に
崩
れ
た
量

が
わ
ず
か
数
年
で
崩
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
数
万
㌧
の
氷
河
が
連
続
し
て
海
に
崩

れ
散
る
さ
ま
は
、
壮
大
な
自
然
と
い
う
よ

り
も
、
海
面
上
昇
を
実
感
で
き
る
ほ
ど
の

恐
怖
の
光
景
で
も
あ
り
ま
し
た
。

サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
温
暖
化
防
止
の
た
め

多
く
の
こ
と
が
協
議
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

わ
れ
わ
れ
市
民
も
、
環
境
保
全
の
原
点
、

「
も
っ
た
い
な
い
」「
足
る
を
知
る
」「
質
素

倹
約
」「
我
慢
」
な
ど
、
少
し
前
ま
で
の
当

た
り
前
の
生
き
方
を
振
り
返
る
べ
き
時
の

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

市長●佐竹敬久

洞
爺
湖
で
環
境
サ
ミ
ッ
ト
開
催

この豊かな自然を次の世代へ(雄和・高尾山からの眺め）

東京ディズニーリゾートの親善大使が
市役所を訪問(６月16日)

秋田市ホームページで市長の動向や記者会見の
内容などをお伝えしています。
http://www.city.akita.akita.jp/



10月から、レジ
袋でのごみ出し
はできません
地球温暖化対策や資源循環

型社会づくりのため、レジ袋
削減の取り組みが全国的に行
われています。
秋田市でも10月から、ご

み出しは、レジ袋ではなく、
必ず指定ごみ袋を使っていた
だくことにしました。
また、マイバッグを持って

買い物に行くなど、レジ袋削
減にご協力をお願いします。

ごみの量でサイズを使い分け

東部公民館(先着20人) ７月27日(日)
南部公民館(先着18人) ８月２日(土)
中央公民館(先着30人) ８月９日(土)
土崎公民館(先着20人) ８月10日(日)

小学４年生以上の親子が対象
です。材料を無駄なく使い切る
エコ料理を作ります。時間は午
前10時～午後１時。参加無料。

エコアちゃんの

環境にやさしい親子料理教室

水のゆくえ探検隊

小学４年～６年生の親子が対象です。秋
田港での水質調査、旭川での水生生物調査、
「まんたらめ」での自然体験など。先着30
人。参加無料。昼食をお持ちください。

親子で環境を考える夏休み

７月31日(木) 午前９時～午後４時30分

夏休み親子環境教室

問い合わせ

自然観察や料理づくりを通して、親子で環境問題を考えてみませんか。
申し込みは、７月７日(月)午前８時30分から環境企画課へ。 tel(863)6632

ど
ん
な
生
き
物
が
い
る
か
な
？(

親
子
環
境
教
室)

親子で環境を考える夏休み

水のゆくえ探検隊

環境にやさしい親子料理教室

秋田市では「ふるさと納税制度」として「きずなでホットしてぃあきた寄附金」を受け付けています。
この制度は生まれ故郷などの自治体に寄附をした場合、税金が控除・軽減される制度で、「高齢者の福祉に」

「にぎわいづくりに」「自然保護に」など、寄附したかたが使い道を選ぶことができます。

①産業の活性化のために　　　②住みよい環境づくりのために
③健康と安全安心のために　　④生き生きと暮らすために
⑤人と文化をはぐくむために　⑥市長が選ぶ取り組みのために

寄附すると税金が軽減されます
秋田市に５千円以上寄附すると、その金額

から５千円を差し引いた額が、個人住民税
と所得税からそれぞれ控除・軽減されます。

手続きに必要な「寄附申込書」を
お送りしますので、市民相談室へご
連絡ください。また、秋田市東京事
務所、秋田銀行と北都銀行の秋田県
外各支店にも置いてあるほか、市ホ
ームページからダウンロードできま
す。http://www.city.akita.akita.jp/

寄附金の使い道は６種類から選べます

遠くに住む

家族や友人へ、

秋田が好きなあの人へ

お知らせください

●●寄附の方法はこちら●●

市民相談室 tel (866)2039

ごみ減量推進課 tel (866)2943
問い合わせ

ホ
ッ
と
で
き
る
ふ
る
さ
と
秋
田(

千
秋
公
園)
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